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（証券コード：7728）
http://www.nidec-tosok.co.jp

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。

この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各製品の開発・生産能力、製品価格の急激な変化、顧客の購買方針

変更、納入客先の生産計画、関係会社の業績、及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑

応答の際の回答に含まれるすべての将来的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、この

ような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、

私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。

2009年10月27日

決算説明会
-2009年度第2四半期-

１．第２四半期連結決算概要と決算のポイント

２．半導体製造装置事業の撤退

３． ０９年度連結業績見通し

４．今後の経営戦略・各事業戦略
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０９年度第２四半期連結決算概要

09年度通期見込

33.7円

6.5

11.0

6.3%

12.5

197.0

09年7月24日

上方修正

公表値

-40.0円

＊1 -7.7

3.3

5.0%

5.1

103.2

09年度

第2四半期

-208.1%

-208.5%

-71.5%

-43.2%

-56.9%

-23.4%

前年

同期比

15.5円

3.0

21.2

11.8%

23.7

200.0

09年9月28日

上方修正

公表値

37.0円１株利益（円）

7.1当期利益

11.8経常利益

8.8%営業利益率

11.9営業利益

134.7   売上高

08年度

第2四半期

（単位：億円）

＊1：半導体製造装置事業撤退による特別損失 約16億円含む

4

決算のポイント

�期末配当金 6.0円　（中間配当金　6.0円）
年間配当金　12.0円　＊当初計画を維持

� 将来への積極的な先行投資
　　　 海外拠点の拡充・増産投資を実施

� 半導体製造装置事業からの撤退
　　　 資源を成長事業へ集中配分
　　　　　　　(第２四半期に特別損失約16億円を計上)

� 景気は緩やかな回復基調にあるものの、
上期対前年同期比　減収・減益

　　　 売上高：103.2億円 （23.4%減）　営業利益：5.1億円 （56.9%減）

� 通期業績予想を上方修正　（9月28日発表済み）
　　　　　の進捗とQ2後半からの回復基調により対前年比

　　　 売上高：200.0億円 （13.0%減）　営業利益：23.7億円 (79.5%増）
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　　　　　　　　　進捗と見通し

売
上
高
（
緑
）

08年度
4Ｑ

09年度
1Ｑ

09年度
2Ｑ

09年度
3Ｑ

09年度
4Ｑ

営
業
利
益
（青
）
・（
赤
）

08年度
2Ｑ

（予） （予）

（億円） 基準
四半期

（億円）
売上高（左軸）

営業利益（右軸）

WPR理論営業利益（右軸）

売上高
５７％回復

売上高
６６％回復

売上高
７０％回復
（予）

売上高
７２％回復
（予）

1.0億円
（2.3%）

4.1億円
（7.0%）

7.4億円
（15.4%）
（予）

ＷＰＲ™
2.8億円

ＷＰＲ™
3.9億円

ＷＰＲ™
8.6億円

ＷＰＲ™
4.4億円

11.2億円
（22.8%）
（予）

未達

58.7億円

47.7億円
（予）

49.1億円
（予）

6.8億円
（10.0%）

44.5億円

売上高
８７％回復

未達

67.8億円

１．第２四半期連結決算概要と決算のポイント

２．半導体製造装置事業の撤退

３．０９年度連結業績見通し

４．今後の経営戦略・各事業戦略
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半導体製造装置事業撤退について

� 半導体価格の下落、半導体メーカーの設備投資抑制
� 事業の採算性が永らく低迷
� 経営資源を成長事業へ重点配分し、攻めの経営へ
� 　　　　　　からも不採算事業の清算が重要と判断

売上高約21.6億円（9.4％）の減少、及び第２四半期約16億円の特損

アフターサービスは当面継続

�　撤退理由

�　収益への影響

�　お客様への対応

計測機器事業をシステム機器事業として新たにスタート

�　組織改編

１．第２四半期連結決算概要と決算のポイント

２．半導体製造装置事業の撤退

３． ０９年度連結業績見通し

４．今後の経営戦略・各事業戦略
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０９年度連結業績見通し

通期利益対前年比180%、減収増益

3.0

21.2

11.9%

23.7

200.0

通期

10.7

17.9

19.2%

18.6

96.8

下期

-7.7

3.3

5.0%

5.1

103.2

上期

3.6

11.8

5.7%

13.2

229.8

０８年度

当期利益

経常利益

営業利益率

営業利益

売上高

（単位：億円）

10

売上・利益見通しの背景

�自動車部品事業
　　・小型ＣＶＴ用コントロールバルブの増産 （新型２機種含む）

�システム機器事業
　　・ユニット新商品（アクチュエータ・ＸＹステージ）の拡販
　　・画像新商品（３Ｄ寸法計測装置、３Ｄ欠陥検査装置）の投入

�自動車部品事業
　　・中国ローカルメーカーへの拡販と関係強化

�システム機器事業
　　・中国（広州、北部）・アセアン諸国等海外での拡販

�　当社製品群のマーケット拡大

�　新顧客・新規マーケットへの拡販
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ホーチミン

バンコク

浙江

コスト競争力の向上・・・海外拠点の拡充

２：日本電産トーソク・秋葉ベトナム会社　（2010年春　稼動予定）

１：日本電産東測機器装置（浙江）有限公司の設立　（ＮＴＫＣ）

中国現地生産化拠点の強化による徹底したコスト競争力の向上

コントロールバルブの増産対応

　　　＊更なる増産に備え第２生産拠点の検討を開始

精密アルミダイカスト部品の内製化による原価低減、物流効率化
による競争力向上

４：バンコク駐在員事務所の設立　（2009年10月稼動）

自動車部品現地調達化の加速

３：ベトナム工場に第６新棟の建設　（2010年春　稼動予定）

１．第２四半期連結決算概要と決算のポイント

２．半導体製造装置事業の撤退

３． ０９年度連結業績見通し

４．今後の経営戦略・各事業戦略

12



7

13

今後の経営戦略：重点方針

� 利益率最重視の経営体制
　　・　　　　 　　経営
　　・売上高より利益、利益よりキャッシュフロー

� 事業構造の再編
　　・成長領域への資源（人、物）の重点化
　　・システム機器事業のユニット開発の強化
　　・グループ内連携の強化　
　　

� 持続的成長の為の競争力強化
　　・海外拠点の設立によるコスト競争力と販売力強化
　　・エコカー（EV・HEV・FCV）、省エネ家電、新エネルギー
　　　関連等新分野に向けた開発強化と新規顧客の開拓

14

自動車部品事業　　－戦略ー

ステ
ッピ
ング
モー
ター
ー
⇒
制
御
・イ
ンバ
ー
ター

ソレ
ノイ
ド技
術　
⇒デ
ィー
ゼル
用　
⇒燃
料電
池

ECO Car用
電動オイルポンプ

低リーク超小型電磁弁

電制　PCVバルブ

制御・インバータ技術

家庭用　燃料電池制御弁等

高機能コントロールバルブ

ステッピングモータ

電磁弁
スプールバルブ

ディーゼル用
高精度電磁弁

既存商品の拡大
新市場・新顧客

電磁弁技術応用
新分野への拡大

ＨＥＶモーター＆インバータ

機電一体新構造Ｃ/Ｖ

環境・省エネ制御・脱化石燃料化
部品の開発促進

自動車用コントロールバルブの拡販
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新型CVT用コントロールバルブを０９年に２機種量産化

１．変速レスポンスの向上

圧力制御⇒流量制御

２．低燃費への貢献

　　オイル消費流量の低減、及び小型軽量化

３．新開発ソレノイド２機種を含むオール内製化

４．富士重工業（株）との共同開発
新型レガシィ　「リニアトロニック」CVT用

コントロールバルブ

3方リニアソレノイドバルブ

２方リニアソレノイドバルブ

ジヤトコ製次世代＜小型・軽量＞CVT用
コントロールバルブ

１．変速品質への貢献

内製新開発ソレノイド４機種採用

２．低燃費への貢献

　　オイル消費流量の低減

３．最新鋭の高効率ラインによる生産

　　　　　工程の合理化、ロボット化

新型ＣＶＴ用コントロールバルブ

＜ASSY一括受注＞

＜ASSY一括受注＞

11,000 台／月（量産時）

42,000 台／月（量産時）

16

エコ対応芯出し機

システム化技術

精密位置決め技術

精密加工・組立技術

ウェハーバンプ検査装置
12月発売予定

高速搬送技術

計測技術

３Ｄ高速自動寸法計測装置
11月発売予定
３Ｄ精密計測顕微鏡
12月発売予定

３Ｄ欠陥検査装置

Parts
Unit

System

Composite Product
計測技術と精密位置決め技術の融合に
よる新技術、複合化製品の創出を加速

システム機器事業　　ー戦略ー　

３D寸法計測装置

ゲージ技術

家庭用エアコンコンプレッサ
エコキュート用

環境対応技術

電気マイクロメータ エアマイクロメータ

ねじゲージ

XY ステージ
電動アクチュエータ

ボールねじ

エアカット
マイクロメータ

ラインナップ化

10月1日発売 10月1日発売
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ボールねじのユニット新商品４シリーズを発売

特徴：小型・高耐荷重

特徴：自社製コンポーネントの複合商品

特徴：高剛性・高精度

特徴：高精度・高推力

�　精密加工・組立技術と日本電産グループの高性能モーター技術
�　精密位置決めと低価格
�　精度向上と生産性向上
�　既存商品との互換性・汎用性を高めた量産型商品

アクチュエータ ＸＹステージ

【ＴＲ】シリーズ

【ＴＭ】シリーズ

【ＴＧ】シリーズ

【ＴＺ】シリーズ

（カスタマイズ対応）

ユニット商品　

18

◆ 12インチウェーハ外観（２Ｄ）
　　バンプ高さ（３Ｄ）同時対応

市場規模

30

130%

◆計測プロセス大幅短縮

11月発売予定40

◆ サブミクロン連続計測
対応

12月発売予定12月発売予定

20

(億円/年)

160%
伸長率　(’08対比)

140%

画像複合化商品　

計測・検査・精密位置決め技術を融合し、成長市場へ商品を投入

3Ｄ精密計測
顕微鏡

3Ｄ高速自動寸法
計測装置

ウェハーバンプ
検査装置
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１．　　　　　完全達成

２．新商品の投入、拡販を加速し　
　　成長の道程を築く

まとめ

�　選択と集中

半導体製造装置事業からの撤退を＜攻め＞
とし、経営資源を自動車部品事業とシステム
機器事業に重点化

お問合せ先

日本電産トーソク株式会社 経営企画部

<TEL>046-252-3102

<E-mail>information@nidec-tosok.co.jp

http://www.nidec-tosok.co.jp

WPR は、2008 年に日本電産㈱の永守重信が自身の独自の経営手法に付した名称です。
WPR™ は、日本電産㈱の日本国における商標です。
WPR © 日本電産㈱永守重信 2008 年
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補足資料

�売上高推移
�売上高推移（四半期別）
�営業利益推移
�営業利益推移（四半期別）
�連結キャッシュフロー推移
�借入金推移
�設備投資・減価償却費・研究開発費
�品種別売上構成実績

22

（単位：億円）

売上高推移

景気後退により０８年度から減少に転じ、
０９年度は更に１３．０%減少予測

（予測）

-13.0%

234

262

200

229

265

0

50

100

150

200

250

300

05年度 06年度 07年度 08年度 09年度
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売上高推移（四半期別）

自動車部品

◆ 半導体業界不振、設備投資抑制
　　が継続し低迷

半導体製造装置

計測機器

◆ 新商品の立上げ、小型車シフト
　　による小型車用ＣＶＴの増産

◆ 設備投資抑制の影響により減少
◆ 自動車生産、LEDなどの検査
　　設備が減少、新商品の投入で
　　下期売上増を図る

自動車部品

半導体

計　測（億円）

０８年度Ｑ４を底に自動車部品を中心に売上げが回復基調

4947

59

45
39

56

6867
716864

59

0

20

40

60

80

100

‘07
Q1 Q2 Q3 Q4

‘08
Q1 Q2 Q3 Q4

‘09
Q1 Q2 Q3 Q4

（予測）

24

営業利益推移

（単位：百万円）

０８年度の大幅減少から　　　　　　による収益性改革により、
０８年度に対して０９年度は７９．５％増加を予測

1,810

2,174
2,370

1,318

1,905

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

05年度 06年度 07年度 08年度 09年度（予測）

79.5%
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25

営業利益推移（四半期別）

◆ 売上回復に伴い増加傾向

◆ Q2以降は利益率改善が進み

　　大幅増加

◆ 売上減少で苦戦

Q3を底に売上高の回復により利益は増加に転じ、
　　　　　　効果が出始めたＱ２より増加率がアップ

（百万円）

自動車部品
半導体

計　測
自動車部品

半導体製造装置

計測機器

� 中国生産移管による原価低減を

　　推進中だが、売り上げ減が響き

　　低迷

1,122

735

410

1033493

679

512

750

616
553

256

-200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

‘07
Q1 Q2 Q3 Q4

‘08
Q1 Q2 Q3 Q4

‘09
Q1 Q2 Q3 Q4

（予測）
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連結キャッシュフロー推移

（百万円）

営業ＣＦ

財務ＣＦ

投資ＣＦ

フリーＣＦ

（＝営業ＣＦ－設備投資－配当）

474
294

-766

-130

798

-184

-2,000 

-1,500 

-1,000 

-500 

0

500

1,000

1,500

2,000

07年度
上期

07年度
下期

08年度
上期

08年度
下期

09年度
上期

09年度
下期
（予測）



14

27

借入金推移

（単位：億円）

0.0
2.7

4.4

(3.2)(6.6)

13.7

(10.0)

(5.0)

0.0

5.0

10.0

15.0

07年度
上期

07年度
下期

08年度
上期

08年度
下期

09年度
上期

09年度
下期
（予測）

28

設備投資・減価償却費・研究開発費

<億円>

設備投資額設備投資額 減価償却費減価償却費 研究開発費研究開発費

（計画）（計画）

<億円> <億円>

10.3

32.1

17.6

23.9 24.4

0

10

20

30

40

50

05
年
度

06
年
度

07
年
度

08
年
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年
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15.6 14.9 15.4
17.3

15.2
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年
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7.38.68.58.06.7
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年
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年
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年
度
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年
度
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年
度

日本日本

海外海外

（計画）（計画） （計画）（計画）
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29

バルブボディ
60億円
45%

油圧電磁弁
23億円
17%

スプール
6億円
5%

配線板
7億円
5%

空気電磁弁
3億円
2%

０９年度上期　品種別売上構成実績

１３４億円

２００８年度上期

自動車部品

半導体製造装置

計測機器

１００％

空気電磁弁
2億円
2%

配線板
2億円
2%

スプール
4億円
4%

油圧電磁弁
16億円
16%

バルブボディ
63億円
62%

２００９年度上期

自動車部品
９９億円　　
７４％

計測機器
２０億円　
１５％

半導体製造装置
１５億円　　　　　
１１％

自動車部品
８７億円　　
８６％

計測機器
１０億円　
９％

半導体製造装置
６億円　　　　　　
５％

１００％

１０３億円 自動車部品

計測機器

半導体製造装置


